
1.留学生指導及び受入れ・派遣支援報告（2015年４月～2016年３月）

副島 健治

バハウ･サイモン･ピーター

１ はじめに

富山大学留学生センター（1999年4月1日設置）が発展的に解消して，2013年10月1日に国際交流

センターと名称を変え，従前の留学生センターの富山大学に在籍する外国人留学生に対する日本語教育，

日本での生活に関わる指導だけでなく，外国人留学生と日本人学生との交流，地域との交流，富山大学

の学生を海外に送り出すなど，センターの機能と役割が拡大した意味合いを持つように位置付けられた。

本報では2015年4月～2016年3月において，日本語教育以外に関わる本センターの主な業務につい

て報告する。

２ 外国人留学生に対する修学・研究上，生活上及び異文化適応上の指導・助言およ

び，富山大学の学生の海外留学にかかる支援

コンサルテーションアワーを毎週火曜日と水曜日に設定し，富山大学で学ぶ外国人留学生，海外留学

を目指す学生への指導・助言を行った。また，設定した日以外においても，学生の事情を考慮し相談を

受けた。相談内容によって，必要があれば，各学部，留学支援課や学生支援課の「学生なんでも相談窓

口」等と連携して対処した。

受けた相談件数：115件

内訳：外国人留学生に対する指導・助言（45件），日本人学生に対する指導・助言（55件），

その他（富山大学教職員，卒業生，地域住民等からの相談）（15件）

海外留学相談については，センター内に「留学情報資料室」を設置して海外留学を希望する学生に情

報の提供を行うとともに，海外への留学を希望する学生の留学にかかる相談にのっている。のべ面談回

数は204回であった。

相談における主な希望留学先は，カナダ，アメリカ，イギリス，オーストラリア，ニュージーランド

等の英語圏諸国，ロシア，スイス，フランス，ドイツ，フィンランドなどであった。

相談者の内訳は以下の通りである。

相談者数：55人

（内訳）人文学部（25人），人間発達科学部（8人），経済学部（14人），理学部（3人），

工学部（3人），理工学教育部（2人）

３ 異文化間理解教育にかかる活動および外国人留学生と日本人学生の交流推進にか

かる活動

（1）「日本事情」教育

日本語研修コース「日本事情」の授業に，受講する留学生の他に留学生の先輩や日本人学生にもサポー

トに入ってもらい，合同授業を行った。この授業は，教師を含む授業参加者相互の対話型（インターア

クティブ）の形態をとり，留学生自身のまなざしを通して，日本の文化と日本以外の国の文化との異な

る点および類似性の両方を認識するとともに，留学生がそれを理解し，日本（富山）での学修や生活に

活かしていけるようにすることが目的である。また，その授業を進める経緯の中で日本人学生のサポー

トもあって，留学生の日本語学習自体も促進されていくという副産物も期待される。

また，富山大学の学生の海外留学にかかる支援の一環として，「日本事情」受講の留学生と，海外留

学を目指して準備している日本人学生の合同授業を行ない，日本や留学生の出身国・地域の事情などに
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ついて，日本語と英語で交流・交換する授業が実現した。成果としては，双方にとっても有意義な経験

となったことである。今後もこの取り組みは，学内における1つの国際交流と異文化理解促進の活動と

して継続していきたい。

（2）スタディ・エクスカーション

毎学期，日本文化あるいは富山の文化への理解を深めるとともに外国人留学生と日本人学生との交流

を目的として，近隣の文化施設等を見学するスタディ・エクスカーションを実施している。

・前期のスタディ・エクスカーション

＜実施日・見学場所＞

2015年6月19日（金）天気：曇天（小雨）

五百羅漢・富山市民俗民芸村

移動手段：バス

＜参加者数＞

外国人留学生 6人

日本人学生 4人

教職員 5人

合計：15人

・後期のスタディ・エクスカーション

＜実施日・見学場所＞

2015年11月20日（金）天気：快晴

新湊きっときと市場，新湊かまぼこ夢テラス海王，

海王丸パーク，新湊大橋（あいの風プロムナード）

移動手段：バス

＜参加者数＞

外国人留学生 22人

日本人学生 4人

教職員 9人

合計：35人

スタディ・エクスカーション後にアンケートを実施した。アンケートの結果を見ると，「とても楽し

かった」「また参加したい」などの感想が多かった。「不満」と答えた者はゼロであった。参加学生の満

足感はたいへん高くこの企画が大変好ましく受け止められていることが分かった。また「見学時間をもっ

と長くしてほしい」などの改善を求める意見もあった。

（3）ホームビジットとホームステイ

センターの日本語研修コースで学ぶ留学生を対象として，日本の家庭に滞在し異文化体験をさせるた

めに，ホームビジット（日帰り）またはホームステイ（1泊2日）を実施している。例年，ホームビジッ

トは富山市民国際交流協会（以下，「TCA」とする。）の協力と斡旋，ホームステイは公益財団法人とや

ま国際センター（以下，「TIC」とする。）の協力と斡旋により実現しているが，本年度は，昨年度に引

き続き元富山県婦翔会のメンバーからも協力いただいた。また今年度は高岡市国際交流協会にもホスト

ファミリーの斡旋の協力をいただいた。
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ホームビジットまたはホームステイのいずれを体験するかは日本語研修コースに所属する留学生の希望

に基づいている。2015年度は，前期は全員がホームステイを希望し，後期は5人がホームステイ，1

人がホームビジットを希望した。

ホームステイの実施に当たっては，その事前指導と事後指導も行った。プログラム終了後，学生は活

動報告書を提出するとともに，ホストファミリーにお礼の手紙を書いた。

実施日・参加者数

前期のホームステイ

＜日時・参加者数＞

2015年6月13日（土）～14日（日）［1泊2日］ 6人（日本語研修コース32期生）

事前指導：6月8日（月）15:15 場所：国際交流センター2階 コンピュータ室

事後指導：6月15日（月）15:15 場所：国際交流センター2階 コンピュータ室

後期のホームステイ

＜日時・参加者数＞

2015年12月5日（土）～6日（日）［1泊2日］ 4人※（日本語研修コース33期生）

※ ホームステイを希望していた5人のうち1人は病気のため参加を中止した。

後期のホームビジット

＜日時・参加者数＞

2015年12月5日（土） 1人（同上）

事前指導：11月30日（月）15:15 場所：国際交流センター2階 コンピュータ室

事後指導：12月7日（月）15:00 場所：国際交流センター2階 コンピュータ室

（4）外国人留学生と日本人学生の交流のためのパーティー

センターの談話室は外国人留学生と日本人学生が休み時間に昼食を食べながら語り合うなど，日常的

な交流の場となっている。

加えて，大学の学生サークル「パートナーズ」（後掲）が外国人留学生と日本人学生の交流を目的と

して，下のような「交流会」を企画し実施した。

＜日時・参加者数＞

2015年8月7日（金）15:30～17:30 InternationalFriendshipParty 参加人数：28人

2015年10月28日（水）15:30～17:30 ウエルカムパーティ 参加人数：28人

2015年12月18日（金）15:30～17:30 Year-EndParty 参加人数：30人

2016年2月3日（水）15:30～17:30 FarewellParty 参加人数：35人

４ 関係団体との協力と連携

（1）地域における各種行事への協力

県内の教育機関で行われている異文化理解教育や自治体や公的機関等が主催する国際交流行事，地域

の各種団体等が主催するその他の行事等において，その要請に基づき，講演や参加依頼・協力依頼があっ

た場合は，教員あるいは留学生が協力をしている。
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学生の参加協力した国際交流団体および行事内容については，本誌の「平成27年度外国人留学生と

地域との交流状況」を参照されたい。

（2）自治体等との連携

国際交流センターと関係諸団体との連携と協力関係はたいへん重要であり，そのような意味において，

必要に応じて情報交換している。2015年度は今後の協力関係をさらに構築するため以下の機関を訪問

し，富山大学国際交流センターの説明，意見・情報交換，相互協力の依頼等を行った。

2015年5月12日（火）14:00 高岡市国際交流協会，高岡フィンランド協会

2015年6月29日（月）13:00 南砺市友好交流協会

2015年9月18日（金）15:00 呉羽青少年自然の家

2016年2月19日（金）10:00 滑川市役所企画政策課

同 日 13:00 魚津市役所地域協働課

2016年2月24日（水）11:00 黒部市役所企画政策課

同 日 15:00 入善町役場企画財政課（教育委員会）

５ 各種情報の提供

全学の留学生を対象に，留学生活に関わる情報を提供し，地域の交流団体等が主催する行事等の案内

をセンターの談話室に掲示している。

６ 外国からのセンター訪問

国際交流センターに以下（非公式なものを除く）のような外国からの訪問があり，意見・情報交換等

を行った。訪問者がセンター教員の授業を見学することもあった。

2015年4月27日（月）14:00 アメリカ，ハワイ大学マウイカレッジより（2名）

ロリ テラガワチ氏（生涯及び継続教育/訓練局 局長）
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平成27年度センター教員が直接参加，協力した主な国際交流行事

国際交流行事 期日 主催団体 内容

SGH3年人文社会科学科英語ゼミ特別講座
5月25日（月）
6月22日（月）

富山県立高岡高校 ゼミ講師

富山ライオンズクラブ例会での講演 5月26日（火） 富山ライオンズクラブ 卓話講演

ルンビニ園児との田植え体験 6月 6日（日） 富山ライオンズクラブ 参加

平成27年度富山市民大学講座 7月10日（金） 富山市教育委員会 講師

カンボジア国研修生との交流行事 9月 1日（火） 富山県カンボジア協会 参加

パプアニューギニア理解講演会 9月 6日（日） 富山県青年国際交流機構 講演

ルンビニ園児との稲刈り体験 10月24日（日） 富山ライオンズクラブ 参加

富山市立富山外国専門学校講演会 11月 2日（土） 富山外国専門学校 講演

国際フェスティバル 11月 8日（日） 富山市国際交流協会 参加

新年交流会
2016年
1月17日（日）

富山市民国際交流協会 参加

北陸新幹線開通1周年記念行事 3月13日（日） 富山県，富山県ﾙーﾏﾆｱ協会（共催） 講演



ペドロ フェインノート氏（マウイ言語インスティチュート プログラムコーディネーター）

2015年6月1日（月）14:30 アメリカ，マーレイ州立大学 より

ジェイミー ブース氏（留学アドバイザー）

2015年6月3日（水）14:00 アメリカ，ハワイ大学マウイカレッジより

ラップ ミヤノ カズコ氏（日本語講師）

2015年8月6日（木） 9:00 エジプト，カイロ大学より

アハマド ファトヒー氏（文学部教授）

2015年11月12日（木） 9:00 ニュージーランド，ユニテック工科大学より

ニック シャックルフォード氏（言語学部 学部長）

2016年2月8日（月） 9:00 エジプト，カイロ大学より

アハマド ファトヒー氏（前出）

2016年3月11日（金） 9:00 ニュージーランド，ユニテック工科大学より（３名）

ニック シャックルフォード氏（前出）

ジェームズ ブロー氏（国際部長）

ブロウィン ワッツ氏（留学･国際交流マネージャー）

2016年3月25日（金） 9:00 オランダ，ライデン大学より

山本絵美氏（人文学部地域研究学院日本研究科講師）

７ オリエンテーション

（1）学部新入留学生のためのオリエンテーション

学部教職員や学生支援グループ等の協力により，全学のオリエンテーションとは別に，学部新入留学

生を対象としたオリエンテーションを実施した。また，大学院生も希望すれば参加できることとした。

＜実施日時・場所＞

2015年4月3日（金）9：30～13：45富山大学学生会館2階 多目的利用室3～5

＜参加者＞

新入留学生：19人

教職員（国際交流センター教員，学部教職員，学務部職員（留学支援チーム・学生支援チーム））

＜オリエンテーションの主な内容＞

・ガイダンス

1 授業料，授業料免除，奨学金等についての説明

2 国際交流センターからの注意事項（生活指導，危機管理等）

3 総合情報基盤センター，キャリアサポートセンター，学生支援センターから説明

4 学部教職員からの注意事項（大学生活の心得，除籍・懲戒・退学・休学，チューター制

度，アルバイト等）

5 キャンパスツアー

・懇親会（昼食）

（2）新規来日非正規生（研究生，科目等履修生，特別聴講学生）のためのオリエンテーション

学部留学生（正規生）のオリエンテーションとは別に，研究生，科目等履修生，特別聴講学生を対象

としたオリエンテーションを実施した。

＜実施日・場所・参加者数＞

2015年4月15日（木）12:20 共通教育棟4階Ａ43教室 13人

2015年10月9日（水）12:15 共通教育棟4階Ａ33教室 38人
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＜オリエンテーションの主な内容＞

・学内・学外における諸手続きについて

・学生生活について

・留意事項・危機管理について

（3）学部新入生のための時間割作成オリエンテーション

入学後間もない学部新入留学生のために，時間割作成の支援として，学部ごとの先輩の留学生が各新

入留学生に履修の仕方を個別にアドバイスするという形式でオリエンテーションを実施した。

＜実施日・場所＞

2015年4月9日（木）17:40～19:00 共通教育棟1階C11教室

＜参加者数＞

新入留学生 17人， 協力した先輩留学生 6人

８ 講演会

国際交流センターでは，エジプトのカイロ大学からアハマド

ファトヒー博士を招聘して，2回の講演会を主催して開催した。

第1回目は，海外留学を目指す日本人学生が聴講することを第一

の目的にしていたので，それにちなんだ演題となっている。第2

回目は，アハマド博士の専門的視点から日本文化を分かりやすく

講演していただいた。講演後に行なった聴講者に対するアンケー

ト結果によると，たいへん興味深く有意義な講演であったことが

示されていた。

なお，第2回目の講演内容をまとめたものを本誌に寄稿いた

だいている。

第1回 国際交流センター主催講演会

＜講演者＞

アハマド ファトヒー（カイロ大学文学部教授）

＜演題＞

・日本留学体験を通して大発見～日本人の国民性とエジプト

人の国民性の違い～・

＜日時・場所＞

日時：2015年8月5日（水） 9:30受付 10:00～11:30

場所：共通教育棟4階 A43教室

第2回 国際交流センター主催講演会

＜講演者＞

アハマド ファトヒー（カイロ大学文学部教授）

＜演題＞

・日本・エジプト大衆文化 中世の語り物文芸・

＜日時・場所＞

2016年2月10日（水） 12:30開場 13:00～15:00

場所：共通教育棟2階 C21教室
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第１回講演会 ポスター・チラシ

第２回講演会 ポスター・チラシ



第二回目の講演会では，講演に引き続いて「元留学生によるパネル対談」としてパネルディスカッショ

ンも行った。

パネルディスカッション

＜実施日・場所＞

2016年2月10日（水） 15:00～15:30（講演に引き続き実施）

テーマ：・日本留学を巡って・

パネラー：アハマド ファトヒー（カイロ大学文学部教授）

バハウ サイモン ピーター（富山大学国際交流センター教授）

司会：副島健治（富山大学国際交流センター教授）

９ 日本人学生の留学に関する啓発の活動

国際交流センター主催夏季セミナー

富山大学の学生の海外への留学の促進のため，2回の国際交流センター主催のセミナーを実施した。

対象はいずれも，海外留学を目指している富山大学の学生である。

第1回目は，海外留学をした場合，日本人としてのアイデンティティーを問われる場面も少なくな

いことから，留学を目指す学生のための「日本語・日本事情」講座・とした。セミナーの二日目には，

富山大学で学ぶ留学生に海外留学を目指す学生への「応援スピーチ」をしてもらった。セミナー最終日

は，受講生に前出のセンター主催講演会も聴講させた。また，同じく最終日には国際交流センター日本

語研修コースで学ぶ留学生のスピーチ発表会が行われていたため，それも聞きに行くように指導した。

加えて，セミナー1日目と2日目の昼休みに，ランチミーティング

形式の「留学相談」（希望者のみ）を行った。

第2回目のセミナーは，留学先として英語圏を選択する学が多

いことから，留学を目指す学生のための英語学習について考え学ぶ

・留学を目指す学生のための「留学準備の英語」講座・とした。

いずれも夏季集中セミナーの形で実施し，受講者で条件を満たし

た者にはセンター長名で受講証明書（Certificate）を発行した。

第一回 国際交流センター主催 夏季セミナー・留学を目指す学生のための「日本語・日本事情」講座・

＜実施日・場所＞

2015年8月3日（月）～8月5日（水） 3日間

共通教育棟A43教室

＜講師・テーマ＞

講師：近藤隆（医学部教授，センター長）…・NIH留学で学んだもの・

橋爪和夫（人間発達科学部教授，副センター長）

バハウ サイモン ピーター（国際交流センター専任教員）
…・「日本の文化」について考える。・

副島健治（国際交流センター専任教員，副センター長）…・日本語ってどんな言語？・

小木曽左枝子（国際交流センター専任教員）…・「日本語を教える」実践講座～英語で日本語を説明

する・

＜富山大学で学ぶ外国人留学生による応援スピーチ＞

スピーカー：エルデネバートル オユーンハンド（富山大学工学部4年 モンゴル出身）

スピーチのテーマ：・お互いに学びましょう・

＜留学相談＞

以下の教員が担当した。
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バハウ サイモン ピーター：留学相談A（学部生交換留学，短期語学，研修留学，留学全般の相談）

小木曽左枝子：留学相談B（学部卒業後の進学先としての大学院留学の相談）

第二回 国際交流センター主催 夏季セミナー・留学を目指す学生のための「留学準備の英語」講座・

＜実施日・場所＞

2015年8月19日（水）～8月21日（金） 3日間

共通教育棟A43教室

＜講師・テーマ＞

講師：バハウ サイモン ピーター（国際交流センター専任教員）

10 その他

（1）国際交流の学生団体への助言

富山大学の国際交流の学生団体（名称「partners」）の活動への助言を行った。

（2）平成27度富山県留学生等交流推進会議総会・留学生との座談会への協力

以下のように，センターの専任教員が参加し「留学生との座談会」をコーディネートし参加留学生

を指導した。

日時：2015年6月24日（水）13:30～16:30（座談会は15:30～16:30）

場所：富山大学富山大学五福キャンパス事務局５階大会議室

「留学生との座談会」のコーディネータ：バハウ サイモン ピーター（国際交流センター教員）

参加留学生：5人

（留学生内訳）高岡法科大学 大学院法学研究科 1年 中国（私費留学生）

富山県立大学大学院工学研究科 2年 中国（私費留学生）

富山国際大学 現代社会学部 3年 ネパール（私費留学生）

富山大学 人文学部 ― イタリア（交換留学生）

富山大学 人間発達科学部 2年 マレーシア（私費留学生）
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11 おわりに

富山大学には334人（2016年1月5日現在）の外国人留学生が在籍している。海外から来た留学生

たちが富山大学でより安心して留学生活を送ることができるように，本学の関係者をはじめとして，学

外の自治体等の諸団体，あるいは地域の方々の暖かい理解と協力，多大な支援を頂いている。そのこと

について，まずはこの誌面をかりて感謝の意を表したい。

また，冒頭に述べたが，1999年4月に設置された富山大学の留学生センターは発展的に解消し，国

際交流センターとなって，従来の外国人留学生に対する日本語･日本事情教育，修学上および生活上の

指導助言などを行うという役割だけでなく，さらには外国人留学生と日本人学生との交流，地域との交

流，富山大学の学生の海外への送り出しなど，その役割は拡大した意味合いを持つように位置付けられ

た。センターの教員，スタッフに課せられたミッションは重いものであると認識すべきであろう。その

ことを踏まえた上で，センターの教員とスタッフ全員がセンターの業務ついての共通理解をはかり，富

山大学の各部局および自治体をはじめとする地域との連携をはかりながら，一層の努力をしていくこと

が求められていると言える。
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